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 　 　DNAマイクロアレイや次世代シーケンサの実⽤用化により、がんゲノムを取り巻く包括的な研究⼿手法は
⾰革新的な進歩を遂げ、莫⼤大なデータが現在進⾏行行形で蓄積されています。そこで、先導的がん医療療開発研究
センターでは、がんゲノム研究の強⼒力力なウェブアプリケーションであるOncomine  ™  Research  
Premium  Editionの紹介に引き続き、そのウェブアプリケーション利利⽤用した研究を実際とそのデータの
処理理や臨臨床への活⽤用のためのヒントを得ることのできるセミナーを企画いたしました。 �
 　 　Oncomine  ™Research  Premium  Editionを活⽤用したトランスレーショナルリサーチ実際と現状、今
後の展望を知ることのできるチャンスです。多数のご来聴お待ちしております。�
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